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平
成
二
十
七
年
度
総
会
開
催

平
成
二
十
七
年
度
総
会
が
一
月
十
二
日
、
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
役
員
、
会
員
計
二
一
七
人
が
参
加
し
た
。
総
会
に
先
立
っ
て
企
画
委

員
会
、
第
二
回
理
事
会
が
開
か
れ
、
今
後
の
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

　

本
年
の
日
本
篆
刻
展
も
三
十
一
回
を
数

え
、
成
熟
の
時
代
に
入
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
。
日
本
篆
刻
展
の
前
身
で
あ
る
篆
社
全

国
展
の
第
一
回
展
で
は
全
国
か
ら
の
公
募

作
品
三
七
五
点
及
び
会
員
作
品
が
三
三
九

点
集
ま
り
ま
し
た
。
日
本
で
の
公
募
篆
刻

展
は
い
ま
ま
で
無
か
っ
た
こ
と
で
、
篆
刻

界
に
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
、
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
近
年
は
人

口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
多
方
面

に
影
響
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
の
現
象
は

簡
単
に
止
め
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
で

し
ょ
う
。

　

昨
年
の
第
三
十
回
展
で
は
、
以
上
の
こ
と

に
鑑
み
、
公
募
と
し
て
小
・
中
学
生
篆
刻
展

を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
実
に
六
〇
〇
点
近
い

作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
将
来
に
向

け
て
の
力
強
い
希
望
を
い
た
だ
い
た
気
が
し

ま
す
。
そ
し
て
、
近
い
将
来
に
明
る
さ
を
感

じ
た
の
は
私
一
人
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
の
第
三
十
一
回
展
は
、
次
に
向
か
っ

て
の
第
一
歩
で
す
。ど
う
ぞ
会
員
の
皆
さ
ん
、

力
を
合
わ
せ
て
こ
の
協
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈

り
す
る
次
第
で
す
。

年
頭
に
想
う
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

理
事
長   

尾
崎
蒼
石

今年度の運営について基本的事項を協議する理事会
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平
成
二
十
七
年
度
役
員

【
常
任
顧
問
】

　

山
下
方
亭

【
理
事
長
】

　

尾
崎
蒼
石

【
副
理
事
長
】

　

井
谷
五
雲　

平
田
蘭
石　

真
鍋
井
蛙　

【
顧
問
】

　

市
川
両
僊

【
代
表
理
事
】

　

喜
多
芳
邑　

酒
居
石
荘　

小
朴
圃　
　

多
田
龍
淵

　

中
島
春
緑　

渡
邉
和
琴

【
名
誉
理
事
】

　

久
米
義
山　

小
林
畦
水　

田
中
緑
翠　

保
田
昌
石

【
常
務
理
事
】

　

伊
佐
治
祥
雲　

石
原
豊
玉　

出
田
塘
葭　

伊
藤
雅
夫

　

奥
田
晨
生　

梶
川
久
美
子　

草
田
翠
苑　

熊
本
晴
文

　

黒
田
玉
洲　

黄
平
齋　
　

榊
原
晴
夫　

武
井
岳
峰

　

田
中
修
文　

堤
白
遊　
　

中
村
葉
舟　

南
岳
杲

長
谷
川
帰
海　

古
溝
幽
畦　

松
本
雅
至　

御
手
洗
眉
山

【
参
事
】

　

師
子
堂
房
翠　

高
橋
北
照

【
理
事
】

　

畔
原
裕
美　

足
立
瑠
泉　

阿
部
祥
廬　

池
田
泥
異

　

稲
垣
華
扇　

射
場
少
藍　

宇
於
崎
碧
峯　

遠
藤
米
子
人

　

大
田
桂
翠　

大
橋
安
泰　

小
上
玉
菡　

梶
田
稲
州

　

加
納
孝
志　

岸
村
爽
風　

北
室
南
苑　

木
村
容
庸

　

輿
水
泥
魚　

後
藤
黄
太
郎　

坂
本
舜
華　

下
井
嶂
葉

　

関
踏
青　
　

竹
内
立
女　

田
原
呉
山　

出
来
芳
草

　

滑
田
寒
鴉　

早
川
聴
芬　

東
尾
高
岳　

平
松
晃
一

　

広
瀬
大
濤　

古
野
燕
安　

松
本
翠
女　

松
本
艸
風

　

山
根
容
園　

横
山
龍
児　

吉
江
翠
光　

米
田
黄
苑

【
参
与
】

　

会
田
慶
子　

芦
野
優
美
子　

渥
美
抱
葉　

荒
崎
浄
仙

　

石
川
思
玄　

稲
葉
竹
葉　

今
西
九
邨　

上
田
静
雲

　

植
野
無
人　

太
田
華
香　

大
槻
彦
裔　

垣
内
誠
峯

尾崎理事長の議長のもと粛々と進められた総会
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加
藤
靜
雲　

金
森
喜
渉　

川
西
卯
水　

楠
土
翆

　

剱
田
白
峰　

小
谷
知
洲　

酒
井
好
雨　

佐
藤
正
明

　

清
水
抱
石　

白
尾
芳
雲　

杉
本
素
月　

関
野
羊
越

　

高
野
弘
深　

瀧
上
紀
翠　

多
田
学
友　

田
中
九
成

　

田
中
瑞
峰　

丹
下
青
風　

中
田
東
光　

西
田
茜
秋

　

西
山
進　
　

橋
本
碧
峰　

服
部
九
姚　

林
旦
山

　

樋
口
桃
園　

藤
田
孝
風　

松
阪
聖
岳　

松
田
泰
軒

　

松
本
弘
碩　

水
上
健
治　

水
巻
游
光　

森
豊
苑

　

森
川
恵
扇　

森
原
晋
作　

山
崎
一
雄　

吉
田
宗
里

【
評
議
員
】

　

青
木
嘉
代
子　

浅
野
江
涯　

浅
野
春
泉　

浅
野
祥
雲

　

浅
野
和
泉　

浅
良
朱
華　

池
田
蘆
翠　

井
後
雅
堂

　

石
亀
明
峯　

石
留
之
然　

石
原
雲
木　

伊
藤
錦
汀

　

伊
藤
淨
盦　

伊
藤
梅
香　

今
村
董
圃　

上
松
荘
夢

　

内
田
紅
楓　

内
田
真
弓　

梅
原
玉
翠　

大
村
雪
陵

　

岡
上
汀
華　

岡
田
桂
舟　

小
川
匪
石　

小
國
妙
子

　

樫
野
麗
琴　

片
畑
仁
美　

加
藤
正
順　

川
崎
白
水

　

北
田
成
磊　

北
野
河
聲　

橘
高
香
流　

木
本
研
塵

　

串
田
一
逕　

國
方
得
仙　

久
保
南
芳　

小
森
香
苑

　

近
藤
胡
蝶　

嵯
峨
洛
山　

坂
上
香
艸　

阪
口
香
雪

　

靜
一
華　
　

渋
谷
春
好　

嶋
田
杏
園　

正
和
杏
葉

　

鈴
木
紀
山　

鷹
取
千
豊　

武
友
早
知
子　

多
田
稔
里

　

巽
聖
石　
　

田
中
皋
仙　

千
蔵
天
空　

寺
田
和
仁

　

寺
田
濤
雲　

寺
本
翠
葉　

土
井
純
司　

得
永
春
水

　

戸
出
九
廬　

中
島
大
夢　

永
野
久
美
子　

中
林
千
影

　

仲
森
蓬
園　

名
倉
克
彦　

西
口
青
咲　

庭
田
露
舟

　

野
中
紫
光　

長
谷
川
拓
石　

畠
穆
風　
　

畑
間
青
露

　

玻
名
城
泰
久　

花
村
秀
嶽　

原
田
恵
苑　

坂
正
歩

　

坂
東
香
璋　

廣
田
佳
苑　

藤
川
冨
美
恵　

藤
縄
尚
子

　

藤
村
香
代
子　

古
瀬
章
石　

堀
口
秀
雄　

本
郷
紫
香

　

馬
景
泉　
　

牧
野
象
山　

増
田
繁
治　

松
井
翆
香

　

松
田
静
石　

松
田
美
津
子　

松
本
清
苑　

丸
山
沙
舟

　

水
野
和
香　

南
敏
子　
　

宮
越
素
翠　

宮
野
宗
雄

　

村
田
祥
鳳　

山
口
敦
子　

山
田
青
渓　

山
室
雅
美

　

山
本
恵
子　

山
本
寿
法　

山
谷
加
津
子　

横
井
青
蓮

　

吉
田
雅
風　

渡
部
芳
月　

渡
辺
北
舟



　

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
の
総
会
は
、
尾
崎

理
事
長
が
議
長
を
務
め
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

平
成
二
十
六
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
、

同
会
計
監
査
報
告
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
案
、
同
予
算
案
が
提
案
さ
れ
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
別
表

の
と
お
り
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
は
、
総
会
準
備
と
と
も
に
第

三
一
回
展
審
査
員
、
平
成
二
十
七
年
度
実
務

機
構
業
務
分
担
、
第
二
回
小
中
学
生
篆
刻
作

品
展
要
項
等
が
協
議
決
定
さ
れ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
「
新
年
懇
親
会
」・「
井

谷
五
雲
先
生
改
組
新
第
一
回
日
展
特
選
ご
受

賞
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
祝
賀
ム
ー

ド
の
中
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
、
全

国
各
地
か
ら
の
参
加
者
は
交
流
を
深
め
た
。

お祝いの花束を贈られ挨拶する

日展特選受賞者井谷五雲氏

舞台上で紹介される

改組新第一回日展の入選者

全国からの会員が参集し交流を深めた

新年懇親会で挨拶する尾崎理事長
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4

白水素翠竹峰喜雨幽篁

胡蝶碧泉戯石輝雄篤

純司墨石萩露穆風碧翠

明峯秀凰博則極浦顔了

恵子鏡水群蛙弘泰和子

　

九
月
課
題　
「
十
謀
九
成
」

　

十
月
課
題　
「
千
變
萬
軫
」

役
　
員
（
山
下
方
亭 

選
）

常
任
委
員
（
出
田
塘
葭 

選
）

委
　
員
（
黄
平
齋 

選
）

会
　
員
（
伊
藤
雅
夫 

選
）

一
　
般
（
草
田
翠
苑 

選
）

【
役
　
員
】

○
川
崎
白
水

○
近
藤
胡
蝶

○
土
井
純
司

○
石
亀
明
峯

○
山
本
恵
子

　

竹
内
立
女

　

古
野
燕
安 　

石
留
之
然

　

長
谷
川
拓
石

　

木
村
容
庸

　

水
上
健
治

　

古
瀬
章
石

　

遠
藤
米
子
人

　

上
田
静
雲

　

田
原
呉
山

　

計
五
一
人

【
常
任
委
員
】

○
宮
越
素
翠

○
松
野
碧
泉

○
長
谷
山
墨
石

○
津
田
秀
凰

○
吉
田
鏡
水

　

永
野
草
翠

　

永
井
恵
子 　

篠
浦
錦
風

　

福
本
青
桐

　

松
永
平
峰

　

岡
上
汀
華

　

楊
八
哥

　

田
中
壽
江

　

山
村
千　

　

川
久
保
明

　

計
六
一
人

【
委
　
員
】

○
船
山
竹
峰

○
岡
崎
戯
石

○
大
塚
萩
露

○
伊
藤
博
則

○
田
原
群
蛙

　

小
林
寅
次
郎

　

白
幡
雪
峰 　

萬
谷
碧
凰

　

中
山
翔
石

　

岡
田
泰
道

　

中
島
敬
次

　

藤
田
紅
霞

　

永
田
乾
石

　

向
田
芳
翠

　

鈴
木
桂
峰

　

計
六
九
人

【
会
　
員
】

○
井
畑
喜
雨

○
向
仲
輝
雄

○
馬
場
穆
風

○
奥
島
極
浦

○
馬
場
弘
泰

　

武
田
之
信

　

安
保
匠

　

川
端
景
司

　

中
井
榮
子

　

兼
子
悦
治

　

吉
岡
龍
生

　

三
宅
渓
月

　

小
林
住
好

　

内
藤
正
男

　

長
沼
梅
風

　

計
五
七
人

【
一
　
般
】

○
遠
藤
幽
篁

○
佐
和
篤

○
國
江
碧
翠

○
三
井
顔
了

○
片
岡
和
子

　

大
野
勝
山

　

服
部
和
彦 　

後
藤
英
子

　

芦
野
幸
弘

　

堤
瑞
恵

　

板
屋
玉
芝

　

木
村
忠
男

　

牛
島
鈴
輪

　

鈴
木
美
智
子

　

根
本
哲
男

　

計
三
一
人

静雲平峰翔石梅風幽篁

之然見聲蘇西住好顔了

純司素翠春泠緑泉勝山

正歩瑞邦雲堂信夫幸弘

米子人龍神忠義雅宣晶石

役
　
員
（ 

尾
崎
蒼
石 

選
）

常
任
委
員
（
榊
原
晴
夫 

選
）

委
　
員
（
武
井
岳
峰 

選
）

会
　
員
（
草
田
翠
苑 

選
）

一
　
般
（
南
岳
杲

 

選
）

【
役
　
員
】

○
上
田
静
雲

○
石
留
之
然

○
土
井
純
司

○
坂
正
歩

○
遠
藤
米
子
人

　

武
友
早
知
子

　

山
本
恵
子 　

岸
村
爽
風

　

渡
部
芳
月

　

原
田
恵
苑

　

浅
良
朱
華

　

松
田
泰
軒

　

川
崎
白
水

　

大
槻
彦
裔

　

村
田
祥
鳳

　

計
四
九
人

【
常
任
委
員
】

○
松
永
平
峰

○
立
石
見
聲

○
宮
越
素
翠

○
宮
本
瑞
邦

○
寄
田
龍
神

　

細
川
恵
苑

　

渡
邉
尚
石 　

津
田
秀
凰

　

川
久
保
明

　

佐
藤
翠
龍

　

稲
垣
竹
扇

　

奥
島
艸
丘

　

垣
内
誠
峯

　

永
野
草
翠

　

小
谷
知
洲

　

計
五
八
人

【
委
　
員
】

○
中
山
翔
石

○
藤
本
蘇
西

○
奥
島
春
泠

○
吉
崎
雲
堂

○
藤
本
忠
義

　

平
松
清
嗣

　

田
原
群
蛙 　

森
井
昌
雲

　

福
谷
華
紅

　

中
島
敬
次

　

磯
村
育
治

　

岡
崎
戯
石

　

木
村
笙
山

　

北
畑
謙
之

　

西
岡
貴
美
子

　

計
七
二
人

【
会
　
員
】

○
長
沼
梅
風

○
小
松
住
好

○
鷹
野
緑
泉

○
松
村
信
夫

○
松
浦
雅
宣

　

貞
森
陽
子

　

安
保
匠

　

吉
岡
龍
生

　

中
龍
孫

　

奥
島
極
浦

　

山
杉
博
子

　

和
田
扇
舟

　

境
山
正
甫

　

山
本
智
子

　

藤
田
勉

　

計
六
五
人

【
一
　
般
】

○
遠
藤
幽
篁

○
三
井
顔
了

○
大
野
勝
山

○
芦
野
幸
弘

○
誤
晶
石

　

堤
瑞
恵

　

牛
島
鈴
輪 　

板
屋
玉
芝

　

國
江
碧
翠

　

鈴
木
美
智
子

　

坂
中
泓

　

森
下
正
義

　

吉
田
豊

　

三
宅
洋
子

　

木
村
忠
男

　

計
二
六
人
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智子汀華葭舟陽子勝山

祥雲誠峯静二景司浩二

祥廬芳泉華紅極浦瑞恵

早知子和香雪峰榮子英子

桂舟瑞邦功勝誠玉芝

　

十
一
月
課
題　
「
四
時
氣
備
」

　

十
二
月
課
題　
「
百
世
不
磨
」

役
　
員
（
井
谷
五
雲 

選
）

常
任
委
員
（
堤
白
遊 

選
）

委
　
員
（
古
溝
幽
畦 

選
）

会
　
員
（
中
村
葉
舟 

選
）

一
　
般
（
長
谷
川
帰
海 

選
）

【
役
　
員
】

○
山
本
智
子

○
浅
野
祥
雲

○
阿
部
祥
廬

○
武
友
早
知
子

○
岡
田
桂
舟

　

小
谷
知
洲

　

水
巻
游
光 　

原
田
恵
苑

　

長
谷
川
拓
石

　

石
留
之
然

　

石
亀
明
峯

　

吉
田
宗
里

　

川
崎
白
水

　

畑
間
青
露

　

竹
内
立
女

　

計
四
七
人

【
常
任
委
員
】

○
岡
上
汀
華

○
垣
内
誠
峯

○
安
井
芳
泉

○
水
野
和
香

○
宮
本
瑞
邦

　

永
野
草
翠

　

杉
原
照
楓 　

山
崎
井
泉

　

長
谷
山
墨
石

　

松
野
碧
泉

　

脇
田
喜
久

　

佐
藤
翠
龍

　

吉
田
鏡
水

　

青
木
雄
山

　

立
石
見
聲

　

計
五
六
人

【
委
　
員
】

○
平
中
葭
舟

○
森
静
二

○
福
谷
華
紅

○
白
幡
雪
峰

○
土
屋
功
勝

　

伊
井
啓

　

奥
島
春
泠 　

岡
田
泰
道

　

藤
本
忠
義

　

伊
藤
博
則

　

平
松
清
嗣

　

金
井
榴
華

　

柴
久
利
江

　

萬
谷
碧
凰

　

西
岡
貴
美
子

　

計
六
八
人

【
会
　
員
】

○
貞
森
陽
子

○
川
端
景
司

○
奥
島
極
浦

○
中
井
榮
子

○
大
原
誠

　

長
沼
梅
風

　

井
畑
喜
雨 　

馬
場
弘
泰

　

井
上
秋
鹿

　

安
保
匠

　

小
松
住
好

　

小
林
邦
夫

　

中
龍
孫

　

和
田
扇
舟

　

三
宅
渓
月

　

計
六
六
人

【
一
　
般
】

○
大
野
勝
山

○
岡
本
浩
二

○
堤
瑞
恵

○
後
藤
英
子

○
板
屋
玉
芝

　

吉
田
豊

　

石
田
幹
男 　

木
村
忠
男

　

広
森
勝
竹

　

芦
野
幸
弘

　

中
島
幸
園

　

服
部
和
彦

　

鈴
木
美
智
子

　

遠
藤
幽
篁

　

森
下
正
義

　

計
二
九
人

之然平峰育治秋鹿瑞恵

青露汀華春泠陽子美智子

立女井泉戯石沖玄碧翠

明峯墨石啓正男和子

穆風龍神容史子浩三勝山

役
　
員
（
真
鍋
井
蛙 

選
）

常
任
委
員
（
松
本
雅
至 

選
）

委
　
員
（
石
原
豊
玉 

選
）

会
　
員
（
梶
川
久
美
子 

選
）

一
　
般
（
伊
佐
治
祥
雲 

選
）

【
役
　
員
】

○
石
留
之
然

○
畑
間
青
露

○
竹
内
立
女

○
石
亀
明
峯

○
畠
穆
風

　

古
野
燕
安

　

上
田
静
雲 　

得
永
春
水

　

古
瀬
章
石

　

木
村
容
庸

　

関
野
羊
越

　

宮
野
宗
雄

　

松
本
弘
碩

　

長
谷
川
拓
石

　

山
本
恵
子

　

計
四
二
人

【
常
任
委
員
】

○
松
永
平
峰

○
岡
上
汀
華

○
山
崎
井
泉

○
長
谷
山
墨
石

○
寄
田
龍
神

　

小
澤
博
石

　

津
田
秀
敏 　

秋
山
捷
華

　

丸
山
沙
舟

　

脇
田
喜
久

　

篠
浦
錦
風

　

番
定
静
山

　

鈴
木
恵
草

　

吉
田
鏡
水

　

滝
口
照
影

　

計
五
七
人

【
委
　
員
】

○
磯
村
育
治

○
奥
島
春
泠

○
岡
崎
戯
石

○
伊
井
啓

○
大
城
容
史
子

　

伊
藤
博
則

　

西
岡
貴
美
子 　

関
由
紀
夫

　

鈴
木
眞
壽
男

　

北
畑
謙
之

　

中
島
敬
次

　

高
橋
忠
義

　

土
屋
功
勝

　

森
井
昌
雲

　

池
谷
宝
樹

　

計
六
六
人

【
会
　
員
】

○
井
上
秋
鹿

○
貞
森
陽
子

○
高
橋
沖
玄

○
内
藤
正
男

○
木
谷
浩
三

　

川
端
景
司

　

井
畑
喜
雨 　

横
関
匠
泉

　

香
川
公
子

　

木
田
好
昭

　

向
井
舜
琴

　

和
田
扇
舟

　

相
良
は
る
子

　

武
田
之
信

　

浦
田
早
苗

　

計
六
四
人

【
一
　
般
】

○
堤
瑞
恵

○
鈴
木
美
智
子

○
國
江
碧
翠

○
片
岡
和
子

○
大
野
勝
山

　

𡈽
井
妙
子

　

中
島
幸
園 　

板
屋
玉
芝

　

根
本
哲
男

　

坂
中
泓

　

小
林
清
武

　

広
森
勝
竹

　

吉
田
豊

　

遠
藤
幽
篁

　

清
水
正
男

　

計
二
八
人
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章石瑞邦俊正喜雨瑞恵

早知子景雲芳翠梅風幽篁

恵子静山極浦千博鈴輪

拓石龍神龍生緑泉渓州

和香八哥育治智子紅華

　

一
月
課
題　
「
博
学
」

　

二
月
課
題　
「
無
宿
問 

」

役
　
員
（
平
田
蘭
石 

選
）

常
任
委
員
（
出
田
塘
葭 

選
）

委
　
員
（
黄
平
齋 

選
）

会
　
員
（
奥
田
晨
生 

選
）

一
　
般
（
黒
田
玉
洲 

選
）

【
役
　
員
】

○
古
瀬
章
石

○
武
友
早
知
子

○
山
本
恵
子

○
長
谷
川
拓
石

○
水
野
和
香

　

高
野
弘
深

　

増
田
繁
治 　

浅
良
朱
華

　

石
亀
明
峯

　

松
田
泰
軒

　

川
西
卯
水

　

土
井
純
司

　

近
藤
胡
蝶

　

大
槻
彦
裔

　

浅
野
祥
雲

　

計
五
一
人

【
常
任
委
員
】

○
宮
本
瑞
邦

○
大
庭
景
雲

○
番
定
静
山

○
寄
田
龍
神

○
楊
八
哥　

　

田
中
壽
江

　

井
本
敏
子 　

佐
藤
翠
龍

　

杉
江
周
作

　

安
西
幸
恵

　

永
野
草
翠

　

小
平
峻
齋

　

奥
島
春
泠

　

松
永
平
峰

　

松
田
高
州

　

計
六
七
人

【
委
　
員
】

○
渡
曾
俊
正

○
向
畑
芳
翠

○
奥
島
極
浦

○
吉
岡
龍
生

○
磯
村
育
治

　

伊
藤
嘉
信

　

白
幡
雪
峰 　

三
枝
龍
泉

　

渋
谷
春
壽

　

森
井
昌
雲

　

伊
藤
博
則

　

大
原
誠

　

内
匠
俊
夫

　

大
井
智
香

　

池
谷
宝
樹

　

計
六
一
人

【
会
　
員
】

○
井
畑
喜
雨

○
長
沼
梅
風

○
伊
神
千
博

○
鷹
野
緑
泉

○
若
林
智
子

　

大
崎
三
嘉

　

三
宅
渓
月 　

寺
地
寿
和
子

　

兼
子
悦
治

　

小
澤
一
哉

　

中
島
幸
園

　

藤
田
勉

　

木
田
好
昭

　

𡈽
井
妙
子

　

水
中
澄
山

　

計
五
六
人

【
一
　
般
】

○
堤
瑞
恵

○
遠
藤
幽
篁

○
牛
島
鈴
輪

○
石
場
渓
州

○
宮
内
紅
華

　

大
平
正
子

　

誤
晶
石

　

田
邉
進

　

國
江
碧
翠

　

広
森
勝
竹

　

板
屋
玉
芝

　

石
田
幹
男

　

木
村
志
男

　

松
島
青
榴

　

須
田
桃
苑

　

計
二
六
人

艸丘雪峰喜雨紅華

秀凰宝樹景司青榴

春草智香寿和子碧翠

平峰匠勝山幽篁

游光恵苑嘉信梅風晶石

役
　
員
（
喜
多
芳
邑 

選
）

常
任
委
員
（
榊
原
晴
夫 

選
）

委
　
員
（
武
井
岳
峰 

選
）

会
　
員
（
田
中
修
文
選
）

一
　
般
（
梶
川
久
美
子 

選
）

【
役
　
員
】

○
川
崎
白
水

○
浅
野
祥
雲

○
上
田
静
雲

○
畑
間
青
露

○
水
巻
游
光

　

古
瀬
章
石

　

杉
本
素
月 　

南
敏
子

　

高
野
弘
深

　

山
本
恵
子

　

古
野
燕
安

　

岡
上
汀
華

　

木
村
容
庸

　

近
藤
胡
蝶

　

石
留
之
然

　

計
五
一
人

【
常
任
委
員
】

○
奥
島
艸
丘

○
津
田
秀
凰

○
畑
春
草

○
松
永
平
峰

○
細
川
恵
苑

　

長
谷
山
墨
石

　

岡
田
泰
道 　

小
澤
博
石

　

稲
葉
桂
峰

　

加
藤
臥
牛

　

矢
野
亀
山

　

今
宮
翆
輝

　

山
村
千
秋

　

音
川
景
香

　

青
木
鐵
生

　

計
七
一
人

【
委
　
員
】

○
白
幡
雪
峰

○
池
谷
宝
樹

○
大
井
智
香

○
安
保
匠

○
伊
藤
嘉
信

　

堂
守
唯
文

　

木
谷
浩
三 　

倉
永
柳
葉

　

金
井
榴
華

　

森
静
二

　

磯
村
育
治

　

西
岡
貴
美
子

　

土
屋
功
勝

　

高
杉
桂
華

　

渋
谷
春
壽

　

計
七
〇
人

【
会
　
員
】

○
井
畑
喜
雨

○
川
端
景
司

○
寺
地
寿
和
子

○
大
野
勝
山

○
長
沼
梅
風

　

小
松
住
好

　

水
中
澄
山 　

鷹
野
緑
泉

　

兼
子
悦
治

　

松
村
信
夫

　

松
原
杏
琴

　

酒
井
守

　

向
仲
輝
雄

　

井
上
秋
鹿

　

森
清
光

　

計
五
八
人

【
一
　
般
】

○
宮
内
紅
華

○
松
島
青
榴

○
國
江
碧
翠

○
遠
藤
幽
篁

○
誤
晶
石

　

田
邉
進

　

広
森
勝
竹 　

牛
島
鈴
輪

　

楊
八
哥

　

石
場
渓
州

　

板
屋
玉
芝

　

大
平
正
子

　

三
宅
洋
子

　

後
藤
英
子

　

石
田
幹
男

　

計
二
〇
人

白水

祥雲

静雲

青露
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十
一
月
二
十
四
日
、
兵
庫
県
民
会
館
「
福
」

の
間
に
お
い
て
本
協
会
評
議
員
以
上
の
役
員

を
対
象
と
し
た
「
東
西
印
人
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昨
年
六
月
岩
手
県
盛
岡

市
で
開
催
さ
れ
た
『
が
ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻

展
』
を
契
機
に
交
流
を
図
り
、
今
年
四
月
、

日
本
篆
刻
連
盟
総
会
時
に
本
協
会
理
事
長
尾

崎
蒼
石
先
生
が
「
高
芙
蓉
」
と
題
し
た
講
演

を
持
た
れ
た
流
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
篆
刻
連
盟
か
ら
は
柳
濤
雪
先
生
、
和

中
簡
堂
先
生
、
堀
内
青
巒
先
生
、
綿
引
滔
天

先
生
、
岡
野
楠
亭
先
生
、
扶
桑
印
社
か
ら
遠

藤
彊
先
生
と
六
人
の
先
生
が
出
席
さ
れ
た
。

　

新
刊
『
篆
刻
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
』
片
手
に

井
谷
副
理
事
長
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
来
賓

紹
介
で
会
場
を
和
や
か
な
雰
囲
気
に
一
変
し
、

柳
先
生
、
和
中
先

生
の
二
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

柳
先
生
の
演
題

は
「
二
世
蘭
臺
の

描
印
稿
と
私
の
木

印
感
」。
蘭
臺
先
生

の
作
品
、
柳
先
生

自
刻
木
印
紐
、
木

印
材
等
を
も
と
に

講
演
が
進
め
ら
れ

た
。
昭
和
二
十
六

年
蘭
臺
先
生
日
展

出
品
作
の
描
印
稿

で
は
辺
縁
処
理
を

も
含
め
実
押
印
影

と
ほ
ぼ
変
わ
り
な

い
と
の
こ
と
。
日

本
画
の
顔
料
で
あ

る
鎌
倉
朱
を
用
い

て
描
い
た
印
稿
は

ま
さ
に
実
押
印
と

見
ま
が
う
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
作
紐
に
は
な
ぎ
な
た
刀
が
よ
ろ
し
い
」
と
い

う
の
も
興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
和
中
先
生
か
ら
「
篆
刻
の
字
典
、

工
具
書
」
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

篆
書
と
は
実
に
や
っ
か
い
な
文
字
で
あ
り
、

誤
字
等
に
つ
い
て
も
共
通
の
認
識
が
必
要
で

は
な
い
か
と
の
前
置
き
が
あ
り
、
中
国
に
お

け
る
字
典
（
辞
典
で
は
な
い
）
編
纂
の
話
を

さ
れ
た
。
以
下
、
字
典
編
纂
略
史
を
記
す
。

　

中
国
に
お
い
て
字
典
の
編
纂
は
一
九
七
二

年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
始
ま
る
。
ニ
ク
ソ
ン

大
統
領
が
毛
沢
東
・
周
恩
来
と
会
談
し
た
折
、

ニ
ク
ソ
ン
か
ら
表
意
文
字
で
あ
る
漢
字
の
勉

強
が
し
た
い
の
だ
が
、
と
い
う
話
が
出
た
と

い
う
。
そ
れ
ま
で
正
確
な
文
字
を
知
る
た
め

の
物
、
文
字
そ
の
も
の
の
字
義
や
成
り
立
ち

を
説
明
し
た
字
典
は
康
煕
字
典
し
か
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
四
川
大
学
が
漢
語
大
辞
典
を
編

纂
し
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
漢
語
古
文
字
字

形
表
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
看
過
で
き
な
い

北
京
大
学
が
経
学
の
泰
斗
高
明
氏
を
長
と
し

古
文
字
類
編
を
編
纂
す
る
。
こ
の
二
グ
ル
ー

プ
は
当
面
の
目
的
で
あ
る
字
典
を
上
梓
し
た

後
も
そ
れ
ぞ
れ
場
所
を
変
え
、
研
究
を
重
ね
、

新
し
い
字
典
を
編
纂
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
動
き
に
影
響
を
受
け
、
別
に
新
た

な
字
典
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

字
典
の
改
版
、
新
版
に
よ
り
、
収
録
文
字
・

字
形
に
も
追
加
消
滅
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を

「
有
」「
憂
」
を
例
に
説
明
さ
れ
た
。
現
在
書

店
等
で
入
手
可
能
な
字
書
の
解
説
も
さ
れ
た

が
、
概
ね
新
し
い
も
の
に
依
る
べ
き
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
。

　

最
後
に
和
中
先
生
は
、「
正
確
な
文
字
を
扱

う
こ
と
で
篆
刻
を
高
め
、
広
い
見
識
を
以
て

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、い
い
時
代
に
し
た
い
。」

と
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
講
演
を
締
め
括
ら
れ
た
。

　

こ
の
二
題

の
講
演
は
、

参
加
者
に
大

き
な
刺
激
を

与
え
る
こ
と

と
な
り
、
有

意
義
な
交
流

会
と
な
っ
た
。

（
池
田
泥
異
）

東
西
印
人
交
流
会

木印の参考品を陳列展示

持参の参考品を前に講演する柳濤雪先生（左２）

字典について講演する和中簡堂先生（左３）

印材に向く各種材木の現物を展示して講演

日 本 篆 刻 家 協 会 会 報 第 1 4 号
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篆
刻
の
み
に
よ
る
全
国
規
模
の
唯
一

の
公
募
展
「
第
三
一
回
日
本
篆
刻
展
」

の
審
査
会
が
、二
月
二
十
一
・
二
十
二

日
の
両
日
神
戸
市
の
兵
庫
県
立
美
術

館
王
子
分
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
の
作
品
、
参
与
以
上
の
役

員
を
除
く
評
議
員
、
常
任
委
員
、
委
員
、
会
員
、

公
募
の
七
七
八
点
を
対
象
に
十
六
人
の
審
査

員
が
鑑
審
査
に
当
た
っ
た
。
慎
重
か
つ
厳
正

公
平
な
審
査
に
よ
り
梅
舒
適
賞
三
点
、
日
本

篆
刻
展
大
賞
一
点
、
同
準
大
賞
九
点
、
同

優
秀
賞
二
一
点
、
同
奨
励
賞
五
五
点
、
特
選

四
三
点
、
秀
作
七
二
点
、
会
員
推
薦
賞
五
二

点
が
選
ば
れ
た
。

　

作
品
は
、
四
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
の
会

期
で
兵
庫
県
立
美
術
館
王
子
分
館
（
原
田
の

森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
二
階
展
示
室
に
て
中
国
芸

術
研
究
院
篆
刻
研
究
院
招
待
作
家
作
品
と
と

も
に
展
観
さ
れ
る
。
第
二
回
小
中
学
生
篆
刻

作
品
展
も
同
会
場
で
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
。

●
審
査
委
員
長

理
事
長　

尾
崎
蒼
石

●
審
査
員

常
任
顧
問　

山
下
方
亭

顧　
　

問　

市
川
両
僊

副
理
事
長　

井
谷
五
雲　

平
田
蘭
石　

真
鍋
井
蛙

代
表
理
事　

喜
多
芳
邑　

酒
居
石
荘　

小
朴
圃　
　

多
田
龍
淵

　
　
　
　
　

中
島
春
緑　

渡
邉
和
琴

常
務
理
事　
梶
川
久
美
子　

草
田
翠
苑　

熊
本
晴
文　

田
中
修
文

■
梅
舒
適
賞
選
考
委
員

　

常
任
顧
問
・
理
事
長
・
副
理
事
長　

五
人　

■
大
賞
選
考
委
員
（
準
大
賞
・
優
秀
賞
）

　

常
任
顧
問
・
顧
問
・
理
事
長
・
副
理
事
長
・
代
表
理
事　

十
二
人

「
第
三
一
回
日
本
篆
刻
展
」審
査
会
開
催

審査に先立ち審査基準を協議する審査員会議

慎重に審査にあたる審査員

8
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主
な
受
賞
者

　
梅
舒
適
賞
（
評
議
員
）

　
　

大
村
雪
陵　
　

長
谷
川
拓
石　
　

中
林
千
影

　
日
本
篆
刻
展
大
賞
（
常
任
委
員
）

　
　

村
松
瓊
玉

　
日
本
篆
刻
展
準
大
賞
（
常
任
委
員
）

　
　

秋
山
捷
華　
　

尾
川
雅
舟　
　

千
葉
晨
翆

　
　

山
村
千
秋　
　

倉
野
看
雨　
　

松
野
碧
泉

　
　

中
山
翔
石　
　

川
田
紅
渓　
　

松
竹
芳
翆

　
日
本
篆
刻
展
優
秀
賞
（
常
任
委
員
）

　
　

植
西
泰
甫　
　

青
木
雄
山　
　

吉
田
鏡
水

　
　

加
藤
翠
園　
　

金
谷
政
治　
　

本
江
恵
翆

　
　

浅
野
散
関　
　

渡
邉
尚
石　
　

八
谷
良
二

　
　

山
内
昻
波　
　

平
田
征
男　
　

葭
岡
慶
石

　
　

奥
島
春
泠　
　

幸
森
倚
虹　
　

小
谷
敏
之

　
　

榊
原
龍
山　
　

廣
田
笙
鶴　
　

山
崎
芳
園

　
　

髙
橋
忠
義　
　

澁
谷
蒼
江　
　

三
原
大

審査会場いっぱいに並べられ審査をうける出品作

審査結果を確認する審査員会議

日 本 篆 刻 家 協 会 会 報 第 1 4 号
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連
載
　
名
印
解
説
　
呉
昌
碩
印
に
つ
い
て（
一
）　
　
　
真
鍋
井
蛙

写
真
提
供 

楽
篆

①②
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こ
の
印
は
我
邦
第
二
十
九
代
内
閣
総
理
大

臣
犬
養
木
堂
（
一
八
五
五
～
一
九
三
二
）
の

用
印
で
あ
る
。
先
日
筆
者
は
東
京
で
こ
の
印

を
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
。
刻
者
は
呉
昌
碩
、

上
質
の
寿
山
石
で
あ
る
。
た
だ
ヒ
ビ
割
れ
が

印
面
や
側
面
に
数
ヶ
所
見
ら
れ
呉
昌
碩
も
刻

す
の
に
少
々
気
を
使
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
印
文
は
「
寶
蘭
亭
齋
主
人
」
で
も

ち
ろ
ん
木
堂
の
室
号
で
あ
る
。
側
款
を
見
る

と
「
木
堂
先
生
得
定
武
本
蘭
亭
。
因
名
其
齋
。

癸
丑
涂
月
。
呉
昌
碩
并
記
」
と
あ
る
よ
う
に
、

書
画
に
も
興
味
が
あ
り
、

自
ら
も
多
く
の
書
作
品

を
残
し
て
い
る
。

　

印
面
を
拡
大
し
て
み

る
と
呉
昌
碩
の
刀
の
さ

ば
き
が
よ
く
分
か
る
。

「
齋
」
字
上
部
、
刀
は

か
な
り
傾
か
せ
て
あ
る
。

私
な
れ
ば
ズ
バ
ッ
と
切

り
込
む
と
こ
ろ
だ
が
呉

の
運
刀
の
リ
ズ
ム
は
小

き
ざ
み
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
印
面
に
微

妙
な
変
化
が
生
じ
て
く

る
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ

こ
と
が
「
亭
」
の
最
終

画
に
も
見
て
と
れ
る
。

下
辺
の
処
理
も
数
回
に
分
け
た
刀
の
動
き
が

見
え
、
印
影
に
は
息
の
長
い
線
と
し
て
表
わ

れ
る
。「
主
人
」
の
二
文
字
の
刀
は
少
々
立
っ

て
い
る
。「
主
」
の
二
ヶ
所
の
ヒ
ビ
、
同
じ

く
「
人
」
の
ヒ
ビ
に
は
、
細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
寶
」
に
も
斜
め

に
入
る
ヒ
ビ
が
あ
り
、
印
面
左
側
ウ
カ
ン
ム

リ
に
つ
い
て
は
欠
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
当
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
上
辺
は
、

外
か
ら
も
内
側
か
ら
も
刀
を
入
れ
微
妙
な
変

化
を
見
せ
る
。

最
後
に
、
私
は
今
ま
で
こ
の
印
の
側
款
に
つ

い
て
少
々
不
満
を
も
っ
て
い
た
が
今
回
そ
の

謎
が
と
け
た
。「
生
」「
本
」「
名
」「
丑
」「
昌
」

の
あ
た
り
は
ヒ
ビ
割
れ
が
ひ
ど
い
。
そ
の
為
、

呉
昌
碩
の
運
刀
リ
ズ
ム
が
く
る
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。「
涂
月
呉
昌
碩
」
が
下
方
に
あ
り

過
ぎ
安
定
感
に
欠
け
る
よ
う
に
思
う
。
こ
こ

を
「
癸
丑
老
缶
并
記
」
と
や
れ
ば
良
か
っ
た

と
呉
昌
碩
が
後
に
思
っ
た
か
否
か
…
？
今
回

実
物
を
拝
見
し
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
を
馳
せ

た
。
篆
刻
学
習
は
、
や
は
り
実
物
を
見
れ
ば

そ
の
楽
し
さ
は
倍
増

す
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
こ
の
二
つ

の
印
影
を
見
て
欲
し

い
。
①
は
一
般
に
よ

く
見
か
け
る
も
の
で

あ
る
が
②
は
今
回
鈐

印
し
た
も
の
で
あ
る

②
の
上
部
に
微
妙
に

残
る
辺
縁
は
、
本
来

呉
昌
碩
は
ど
う
考
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
の
印
面
を
見
る

と
呉
昌
碩
の
意
図
は

②
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

写
真
提
供 

楽
篆

日 本 篆 刻 家 協 会 会 報 第 1 4 号
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改
組 

新
第
一
回
日
展
の

　

審
査
に
あ
た
っ
て    

尾
崎
蒼
石

　

一
昨
年
に
行
わ
れ
た
日
展
篆
刻
の
審
査
に

不
正
が
あ
っ
た
と
の
問
題
で
、
昨
年
は
標
記

の
日
展
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
回
展
の

審
査
に
私
が
選
ば
れ
、
そ
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
八
日
か
ら
行
わ

れ
た
第
五
科
書
の
審
査
は
、
審
査
員
二
〇
人

に
、
外
部
審
査
員
三
人
も
加
わ
り
、
厳
粛
に

行
わ
れ
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
今
回
か
ら
、
漢
字
・
か
な
・
調
和
体
・

篆
刻
の
全
て
を
審
査
員
全
員
で
審
査
す
る
と

い
う
今
ま
で
に
な
か
っ
た
審
査
方
法
で
あ
っ

た
事
で
す
。

　

我
が
篆
刻
家
協
会
か
ら
、
特
選
一
人
、
入

選
九
人
の
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。
特
選
は
井

谷
五
雲
氏
、
入
選
は
多
田
龍
淵
・
小
朴
圃
・

真
鍋
井
蛙
・
喜
多
芳
邑
・
古
溝
幽
畦
・
黒
田

玉
洲
各
氏
、
ま
た
新
入
選
に
は
、
田
中
修
文
・

東
尾
高
岳
・
廣
田
笙
鶴
の
三
氏
で
す
。
入
選

率
が
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
難
関
を
突
破
し

て
の
入
選
、
更
に
厳
し
い
特
選
を
獲
得
し
た

井
谷
五
雲
氏
に
拍
手
を
贈
り
、
更
な
る
活
躍

を
希
う
も
の
で
す
。

　

今
回
日
展
に
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、
第

二
回
展
に
向
け
て
更
に
精
進
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
報
告
と
し
ま
す
。

井
谷
五
雲
氏 

特
選
作
品
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茨
城
県
古
河
市
よ
り
感
謝
状

一
月
十
四
日
に
古

河
市
「
と
ね
ミ
ド

リ
館
」
に
お
い
て

「
平
成
二
十
七
年
古

河
市
新
春
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、

席
上
二
人
の
個
人

と
一
団
体
に
表
彰

条
例
に
基
づ
く
感

謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

古
河
市
篆
刻
美
術
館
に
お
い
て
毎
年
開
催
さ

れ
る
「
日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展
」
も
恒
例

と
な
り
昨
年
は
第
六
回
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
の
記
念
と
し
て
「
役
員
作
品
三
点
」
を

寄
贈
し
ま
し
た
事
に
対
し
古
河
市
よ
り
本
協

会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
新
春
の
つ
ど
い
」
は
市
長
、
議
長
お
よ
び
来

賓
の
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
の
先
生
を
は

じ
め
各
種
団
体
代
表
の
方
々
が
参
加
さ
れ
盛

会
で
し
た
。

以
下
集
め
た
も
の
を
示
す
と
、

　
・
前
進
一
小
歩
、
文
明
一
大
歩

　
・
上
前
一
小
歩
、
文
明
一
大
歩

　
・
靠
近
一
小
歩
、
文
明
一
大
歩

　
・
向
前
一
歩
、
滴
水
不
漏

　
・
貼
近
文
明
、
靠
近
方
便

　
こ
う
並
べ
て
み
る
と
、
ど
う
も
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
向
前
一
歩
」
と
は
、
一

歩
前
へ
踏
み
出
せ
の
意
で
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
言

葉
を
厠
に
閉
じ
込
め
て
お
く
の
は
勿
体
な
い
。
が
、

靠
近
方
便
は
ち
と
生
々
し
い
、
辞
書
に
当
た
っ
て
調

べ
て
み
ら
れ
よ
。

　
聞
い
た
話
だ
が
、
中
国
の
小
学
一
年
生
に
最
初
に

教
え
る
言
葉
が
、「
来
匆
々
、
去
沖
々
」
だ
そ
う
だ
。

発
音
に
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
の
で
覚
え
や
す
い
か
ら
だ

と
言
う
が
、
初
め
て
の
学
校
生
活
で
お
も
ら
し
を
す

る
と
大
変
だ
か
ら
、
ト
イ
レ
に
は
早
く
行
っ
て
、
早

く
帰
っ
て
き
な
さ
い
、
は
大
事
な
こ
と
で
は
あ
る
。

　
近
頃
は
随
分
ま
し
に
は
な
っ
た
が
、
以
前
は

中
国
へ
旅
行
す
る
と
決
ま
っ
て
ト
イ
レ
の
話
に

な
っ
た
。
開
放
的
と
い
う
か
、
囲
い
の
な
い
と

こ
ろ
で
は
さ
す
が
に
…
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
厠
は
今
で
は
よ
ほ
ど
の
山
奥
に
で

も
行
か
な
け
れ
ば
お
目
に
か
か
れ
な
い
。
水
洗

も
普
及
し
て
快
適
に
な
る
と
、
逆
に
往
時
を
懐

か
し
む
気
持
ち
が
出
て
く
る
の
も
不
思
議
で
は

あ
る
。

　
そ
の
ト
イ
レ
で
さ
す
が
中
国
と
思
わ
せ
る
も

の
に
遭
遇
し
た
。
数
年
前
の
河
南
省
の
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
こ
と
、
用
を
足
そ

う
と
皆
で
並
ん
で
、
ふ
と
目
の
前
の
標
語
に
目

が
釘
づ
け
に
な
っ
た
。

「
向
前
一
小
歩
、
文
明
一
大
歩
」

　
ム
ム
ッ
、
何
だ
こ
れ
は
、
ト
イ
レ
の
標
語
も

対
句
で
表
現
す
る
の
か
、
し
か
も
大
き
な
一
歩

と
は
、
あ
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
月
を

歩
い
た
時
の
語
で
は
な
い
か
、
も
っ
と
も
そ
の

時
は
、
文
明
で
は
な
く
、
人
類
に
と
っ
て
大
き

な
一
歩
で
あ
っ
た
が
…
。

我
国
の
そ
れ
と
は
、
そ
の
簡
潔
さ
文
学
性
で
大

き
な
違
い
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
来
、
中
国
で
厠
を
観
察
す
る
こ
と
が

楽
し
み
と
な
っ
た
。

「
文
明
一
大
歩
」

青
鐙
忘
詠（
一
〇
）

小
朴
圃

向
前
一
歩二

〇
一
一
年
刻

于
台
湾
車
中

予
　 

告

 

中
央
研
究
会

講　

演

  『
陳
介
棋
の
研
究
』

（
尾
崎
蒼
石
理
事
長
）

  『
私
の
印
の
見
方

｜

呉
昌
碩

｜

』

（
山
下
方
亭
常
任
顧
問
）

  『
私
の
印
の
見
方

｜

会
員
作
品

｜

』

（
真
鍋
井
蛙
副
理
事
長
）

と
　
き

八
月
二
二
日（
土
）～
二
四
日（
月
）

と
こ
ろ

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸

　
　

多
数
の
参
加
お
待
ち
し
ま
す
。

　
　

詳
細
は
印
社
代
表
に

　
　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第八回
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第
一
七
回 

齊
平
展

　

十
月
三
日
～
五
日
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
で
開
催

し
た
。
本
年
は
呉
昌
碩
生
誕
一
七
〇
年
に
因
ん
で
、

缶
翁
と
そ
の
交
友
の
あ
っ
た
日
本
人
富
岡
鉄
斎
、
山

田
寒
山
・
正
平
、
水
野
疎
梅
、
桑
名
鉄
城
、
楠
瀬
日

年
な
ど
の
作
品
を
併
催
で
展
観
し
た
。
テ
ー
マ
展
は

『
月
』
字
印
で
、

各
教
室
個
性
豊

か
な
作
品
を
発

表
し
た
。
ま
た
連

日
、
列
品
解
説

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
行
い

好
評
で
あ
っ
た
。

（
東
尾
高
岳
）

第
二
十
九
回 

畦
石
舎
作
品
展

　

十
月
四
・
五
日
、
京
都
岡
崎
日
図
デ
ザ
イ
ン
博
物
館

に
お
い
て
第
二
十
九

回
畦
石
舎
作
品
展
を

行
い
ま
し
た
。
会
期

が
実
質
一
日
半
で
あ

る
う
え
、
台
風
の
接

近
で
天
候
が
不
安
定

な
中
、
三
百
名
近
い

方
々
が
足
を
運
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
。
紙

面
を
お
借
り
し
て
一
言
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

が
二
十
九
回
展
と
い
う
こ
と
で「
二
」と「
九
」が
入
っ

た
印
文
を
刻
す
企
画
陳
列
を
は
じ
め
、
会
員
の
個
性

豊
か
な
力
作
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
三
月
に
訪
中
し

た
際
の
写
真
も
合
わ
せ
て
展
示
し
、
会
場
に
来
て
い

た
だ
い
た
方
々
と
訪
中
の
話
を
通
じ
て
よ
り
深
く
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
記
念
す
べ
き

三
十
回
展
に
向
け
て
こ
の
言
葉
を
胸
に
会
員
一
同
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
ま
す
の
で
来
年
度
も
是
非
御

高
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 〝
馬
鹿
不
孤 

必
有
鄰
〟（
北
田
成
磊
）

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
見
る
篆
刻
の
展
開

不
華
篆
会
習
作
展
Ⅹ
Ⅹ
Ⅱ

―「
酒
」を
デ
ザ
イ
ン
し
て
生
活
の
中
に
書
・
篆
刻
―

　

不
華
篆
会
習

作
展
Ⅹ
Ⅹ
Ⅱ
を

平
成
二
十
六
年

十
一
月
一
日
か

ら
三
日
ま
で
の

三
日
間
、
伊
丹

市
立
工
芸
セ
ン

タ
ー
展
示
室
Ｂ

で
開
催
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
と

し
て
見
る
篆
刻

の
展
開
を
タ
イ

ト
ル
と
し
、
今
年

は
―
「
酒
」
字
を

デ
ザ
イ
ン
し
て

生
活
の
中
に
書
・

篆
刻
―
を
サ
ブ

テ
ー
マ
に
、
会
員

二
十
一
人
が
そ

れ
ぞ
れ
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
篆

刻
作
品
と
工
芸

的
な
手
法
を
用

い
た
作
品
を
出

品
し
た
。

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
篆
刻
作
品
の
ほ
か
、
陶
芸
、
木
工
、
彫
金
・
金

属
・
鉄
筋
加
工
、
紐
・
竹
・
皮
・
紙
細
工
、
刺
繡
等

の
工
芸
的
作
品
だ
け
で
な
く
、
和
装
本
、
折
本
の
印

譜
も
出
品
さ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
展
示
に
な
っ

た
。
毎
年
工
芸
的
作
品
に
は
苦
心
し
て
い
る
が
、
来

各
印
社
活
動

　
ト
ピ
ッ
ク
ス

場
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
。
恒
例
と

な
っ
て
い
る
篆
刻
一
日
体
験
講
習
会
を
最
終
日
に
開

催
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　

巡
回
展
と
し
て
同
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
四
日

ま
で
、丹
波
市
の
兵
庫
県
立
丹
波
の
森
公
苑
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
。（
Ｓ
）

隨
風
會
書
法
篆
刻
展
IN
上
海

　

一
年
間
の
準

備
を
経
て
上
海

嘉
定
で
『
日
本

隨
風
會
書
法
篆

刻
展
IN
上
海
』

が
、
二
〇
一
四
年

十
一
月
二
日
か

ら
十
五
日
ま
で

の
間
開
催
さ
れ

た
が
好
評
と
の

こ
と
で
二
十
四

日
ま
で
会
期
を

延
長
し
て
の
開

催
と
な
っ
た
。
韓

天
衡
美
術
館
の

ス
ケ
ー
ル
は
大

阪
市
立
美
術
館

に
匹
敵
し
、
広
く

重
厚
で
あ
り
会

場
に
合
わ
せ
て

二
×
八
の
横
作

品
を
新
た
に
企

画
し
た
が
、
そ
の

こ
と
の
意
味
が

14
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特
別
陳
列
と
し

て
石
鼓
の
拓

本
・
呉
昌
碩
の

軸
二
幅
が
飾
ら

れ
、
来
場
者
の

関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
で
は
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
会
員

が
希
望
さ
れ
た

方
と
と
も
に
印

を
刻
し
ま
し
た
。

落
款
を
作
ら
れ

た
方
に
は
、「
よ
い
記
念
に
な
っ
た
。書
に
押
し
ま
す
。」

と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
期
中
の
来
場
者
は
、

五
百
五
十
一
名
と
多
く
の
方
々
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
、

会
員
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
刃
物
の
町
関
市
か
ら
、
印
刀
を
使

い
作
品
を
作
る
篆
刻
が
、
こ
う
し
た
展
覧
会
を
開
く

こ
と
に
よ
り
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
、
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

会
期　

十
一
月
二
十
日
～
十
一
月
二
十
三
日

会
場　

関
市
文
化
会
館　

出
品
者　

四
十
六
名

（
浅
野
春
泉
）

伍
葉
展

井
後
雅
堂
・
石
留
之
然
・
稲
垣
華
扇
・

北
田
成
磊
・
東
尾
高
岳

　

一
月
二
十
三
日
（
金
）
～
二
十
五
（
日
）
み
な
せ

画
廊
に
て
開
催
。

昨
年
の
訪
中
で
青
田
を
訪
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、

次
世
代
の
若
手
作
家
と
な
る
べ
く
グ
ル
ー
プ
展
を
や

ろ
う
、
と
結
束
し

た
。

　

五
人
が
ど
の
様

な
作
品
を
作
っ
て

い
る
の
か
全
く
判

ら
ぬ
ま
ま
搬
入
の

日
を
迎
え
、
さ
て

人
は
入
る
の
だ
ろ

う
か
と
あ
れ
こ
れ

心
配
に
な
っ
た
が
、

結
果
的
に
杞
憂
で

あ
っ
た
と
胸
を
な

で
下
ろ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
思
い
が

け
な
い
こ
と
に
関

東
の
先
生
方
に
も

我
々
の
作
品
を
観

て
頂
く
機
会
に
恵

ま
れ
た
。

対
作
家
と
し
て
作

品
の
感
想
や
制
作

に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
、
と
い
う

貴
重
な
体
験
は
大

い
に
刺
激
に
な
っ

た
。
き
っ
と
次
の

作
品
に
も
活
か
さ

れ
る
こ
と
と
思
う
。

　

孤
独
な
作
品
づ

く
り
の
中
で
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
越

え
狂
気
と
な
っ
て
出
た
も
の
を
発
表
し
て
い
き
た
い

と
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。（
石
留
之
然
）

第
十
九
回 

好
日
会 

書
・
篆
刻
展

　

二
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
中
部
電
力
岐
阜
ビ
ル 

パ

レ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
梅
舒
適
先
生
の
山
水
画
の
お
軸
を

飾
ら
せ
て
戴
き
県
内
外
会
員
十
三
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
展
示
内
容
は
テ
ー
マ
「
余
白
を
み
つ
め
る
」
を

そ
れ
ぞ
れ
が
半
紙

1/2
に
自
由
に
表
現
し
た
作
品
。
自

由
作
品
二
十
五
点
は
毛
筆
と
篆
刻
を
合
わ
せ
た
構
成

と
し
ま
し
た
。
小
印
作
は
協
会
十
五
年
度
の
例
月
課

題
の
中
か
ら
五
顆
以
上
側
款
拓
を
付
し
個
性
を
感
じ

る
装
丁
の
作
品
。
臨
書
は

1/2
半
折
に
中
国
書
家
の
作

品
を
各
自
が
選
定
し
て
技
の
向
上
を
目
指
し
取
り
組

み
ま
し
た
。
悪
天
の
予
報
が
そ
れ
前
半
は
好
天
に
恵

ま
れ
大
勢
の
お
客

様
か
ら
暖
か
い
お

言
葉
貴
重
な
ご
指

導
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
幸
せ
を
糧
と

し
て
次
回
に
向
け

て
日
々
研
鑚
し
て

参
り
ま
す
。

（
田
中
緑
翠
）

そ
の
場
に
立
っ
て
み
て
初
め
て
理
解
で
き
た
と
思
う
。

例
え
ば
原
田
の
森
を
一
印
社
で
使
用
す
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　

開
幕
式
に
は
上
海
・
嘉
定
の
名
士
多
数
に
ご
臨
席

頂
き
感
動
し
た
。
韓
天
衡
先
生
は
そ
の
ご
挨
拶
の
中

で
韓
天
衡
美
術
館
の
開
館
一
周
年
に
し
て
初
の
海
外

か
ら
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
昨
今
の
情
勢
下
日

本
の
隨
風
會
が
盛
大
な
展
覧
会
を
行
な
う
こ
と
は
中

日
芸
術
家
の
間
の
友
情
を
十
分
に
表
す
も
の
で
あ
る
。

山
下
先
生
と
の
お
付
き
合
い
は
今
日
ま
で
四
十
二
年

間
の
永
き
に
及
ぶ
、
人
は
必
ず
老
い
る
が
芸
術
は
常

緑
で
あ
る
と
穏
や
か
に
話
さ
れ
た
。
韓
先
生
の
思
い

が
表
れ
て
い
る
ご
挨
拶
に
会
場
の
上
海
の
皆
様
、
訪

中
団
員
は
深
く
感
銘
を
受
け
た
。
開
幕
式
を
終
え
久

し
ぶ
り
に
書
会
も
行
っ
た
。

　

翌
日
、
団
は
桐
郷
市
の
青
桐
印
社
を
訪
問
し
沈
慧

興
社
長
よ
り
歓
迎
を
受
け
た
。
又
桐
郷
市
呉
利
民
党

書
記
よ
り
歓
迎
宴
も
初
め
て
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
新
烏
鎮
を
観
光
を
楽
し
み
、
団
員
二
十
名
は
杭
州

空
港
よ
り
帰
国
し
た
。　
（
山
下
方
亭
）

第
十
三
回 

関
中
篆
刻
・
篆
書
展

　

隔
年
に
行
っ

て
き
ま
し
た
本

展
は
、
十
三
回
を

数
え
、
論
語
を

テ
ー
マ
と
し
、
側

款
の
拓
と
と
も

に
創
作
し
た
課

題
の
ほ
か
六
十

点
の
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
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常
務
理
事
会

一
一
月
一
五
日（
土
）

大
阪
市　

錦
城
閣

東
西
印
人
交
流
会
・
講
演
会

一
一
月
二
四
日（
月
・
祝
）

兵
庫
県
民
会
館

　

平
成
二
七
年
度

理
事
会
・
総
会
・
新
年
会

一
月
一
二
日（
月
・
祝
）

大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

第
三
一
回 

日
本
篆
刻
展　

出
品
締
め
切
り

一
月
末

第
三
一
回 

日
本
篆
刻
展　

審
査
会

二
月
二
一
日（
土
）〜
二
二
日（
日
）

兵
庫
県
立
美
術
館
王
子
分
館

第
三
一
回 

日
本
篆
刻
展

四
月
一
五
日（
水
）〜
一
九
日（
日
）	

兵
庫
県
立
美
術
館
王
子
分
館 

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
三
一
回 

日
本
篆
刻
展　

授
賞
式

四
月
一
八
日（
土
）

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

中
国
芸
術
研
究
院
中
国
篆
刻
芸
術
院

訪
日
代
表
団
受
け
入
れ

四
月
一
五
日（
水
）～
一
九
日（
日
）

第
七
回 

日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展

四
月
二
五
日（
土
）～
六
月
二
五
日（
木
）　

古
河
市
立
篆
刻
美
術
館

第
八
回 

中
央
研
究
会

八
月
二
二
日（
土
）〜
二
四
日（
月
）

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ

海
外
交
流

「
日
中
篆
刻
家
交
流
展
」

一
一
月
一
八
日（
水
）〜
二
三
日（
月
）予
定

中
国（
広
西
）篆
刻
芸
術
館（
広
西
省
壮
族
自
治
区
南
寧
市
）

常
務
理
事
会

一
一
月
一
四
日（
土
）

大
阪
市　

錦
城
閣

予

定

編
集
後
記

▽
桂
米
朝
さ
ん
が
あ
ち
ら
に
逝
か
れ
ま
し
た
。

「
落
語
家
に
は
品
、
愛
嬌
、
そ
し
て
上
等
な
藝
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
品
と
愛
嬌
は
人
間
性

で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
求
め
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

上
等
と
は
、
小
手
先
の
も
の
で
は
な
く
確
実
な

基
礎
の
上
に
あ
る
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
。
何
事
に

於
い
て
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
篆
刻
を

志
す
者
に
と
っ
て
基
礎
勉
強
は
何
時
に
な
っ
て

も
必
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
篆
刻
の
基
礎
＝

摹
刻
、
今
一
度
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？

▽
真
鍋
副
理
事
長
の
石
印
紹
介
の
中
に
側
款
に

つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当
協
会
会
員

の
方
々
に
も
、
か
な
り
側
款
は
浸
透
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
印
文
、
干
支
、
号
だ
け
で
な
く

今
一
歩
進
め
て
、
品
の
有
る
上
等
な
側
款
の
刻

し
方
等
の
記
事
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

▽「
月
い
つ
く
空
は
か
す
み
の
ひ
か
り
哉
」歌
人
・

肖
柏
「
霞
」
と
は
、
水
蒸
気
で
大
気
が
曇
る
現

象
で
す
が
、
今
や
霞
＝
P
M
2.5
、
黄
砂
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
古
来
中
国
か
ら
沢
山

の
い
い
も
の
が
は
い
っ
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ

だ
け
は
戴
け
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
霞
や
朧
っ
て

言
葉
が
使
え
る
時
代
が
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
日
中
友
好
」
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
（
容
庸
）

編
集
：
会
報
部

酒
居
石
荘　

榊
原
晴
夫　

木
村
容
庸

内
田
真
弓　

戸
出
九
廬

お
気
づ
き
の
こ
と
、
ご
意
見
な
ど

事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

FAX  072-760-3853

MAIL  info@
n-tenkoku.jp

展

覧

会

案

内

協

会

行

事

稲
香
印
社
（
梶
田
稲
州
）

第
六
回 

稲
香
印
社
展 

篆
刻
と
書
と
陶

会
期　

六
月
二
三
日
～
二
八
日

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

栄

島
根
篆
刻
会
（
足
立
瑠
泉
）

第
三
六
回 

島
根
篆
刻
展

会
期　

七
月
一
七
日
～
一
九
日

会
場　

松
江
市 

中
国
電
力 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

井
谷
五
雲
・
小
朴
圃
・
真
鍋
井
蛙

第
三
四
回 

六
轡
会
篆
刻
作
品
展

会
期　

八
月
二
六
日
〜
三
〇
日

会
場　

京
都
文
化
博
物
館

齊
平
篆
会
（
真
鍋
井
蛙
）

第
一
八
回 

齊
平
展

会
期　

一
〇
月
二
日
〜
四
日

会
場　

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館

特
別
陳
列
：
河
西
笛
洲
・
近
藤
尺
天

畦
石
舎
（
小
朴
圃
）

篆
刻
・
書
・
画

第
三
〇
回 

畦
石
舎
作
品
展

会
期　

一
〇
月
三
日
～
五
日

会
場　

京
都
市 

日
図
デ
ザ
イ
ン

随
風
會
（
山
下
方
亭
）

第
三
〇
回
記
念 

隨
風
会
篆
刻
展

｜

青
桐
印
社
と
の
交
流
展

｜

会
期　

一
〇
月
一
三
日
～
一
八
日

会
場　

京
都
市
立
美
術
館

不
華
篆
会
（
酒
居
石
荘
）

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
見
る
篆
刻
の
展
開

不
華
篆
会
習
作
展
Ⅹ
Ⅹ
Ⅲ

会
期　

一
〇
月
三
一
日
～
一
一
月
一
日

会
場　

伊
丹
市
立
工
芸
セ
ン
タ
ー

一
一
月
三
日
～
一
二
日
に
兵
庫
県
立
丹
波
の
森
公
苑
で
巡
回
展

蒼
文
篆
会
（
尾
崎
蒼
石
）

第
一
六
回  

蒼
文
篆
会
展

会
期　

一
一
月
二
七
日
〜
二
九
日

会
場　

大
阪
美
術
倶
楽
部

特
別
陳
列
：
中
国
山
東
印
社
代
表
作
家
作
品

清
蓮
社
（
池
田
泥
異
）

東
花
会
館　

書
・
画
・
篆
刻
教
室
作
品
展

会
期　

一
二
月
一
七
日
～
二
二
日

会
場　

川
西
市
立
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
わ
に
し

訃
報

日
本
篆
刻
家
協
会
副
理
事
長
で
越
思
篆
会
を

主
宰
す
る
大
村
高
陵
先
生
が
、
一
昨
年
十
一

月
胃
が
ん
の
た
め
入
院
治
療
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
昨
年
四
月
十
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
七
十
九
歳
。
読
売
書
法
会
理
事

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。          （
梶
川
久
美
子
）

日
本
篆
刻
家
協
会
名
誉
理
事
で
遠
邇
篆
会
創

設
・
前
代
表
の
駒
形
蒼
岳
先
生
が
、
腹
部
疾

患
に
よ
り
八
年
前
か
ら
闘
病
生
活
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
六
月
二
十
六
日
午
後

容
体
が
急
変
し
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

八
十
二
歳
。
読
売
書
法
会
幹
事
、
日
本
書
芸

院
評
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。（
伊
藤
雅
夫
）

報

告
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